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センターのあゆみ

★指定管理者制度…多様化する住民ニーズに、より効果的・効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上と経費の節減等を図ることを目的として
導入された制度のこと。

2020年度実施事業一覧
2020年度実施事業レポート

鑑賞事業／こども劇場みる

こども団体鑑賞事業／こども芸術劇場
みる

連携・交流事業（ボランティアによる鑑賞事業）／こども広場みる

連携・交流事業/春のこども文化まつり※みる

発表事業ででみる 大阪市こども演劇フェスティバル※

　　“赤ちゃんと一緒に”シリーズ　*大阪市こども文化協会との共催事業は不開催

●※マークがある事業については、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、開催中止となりました。
●こども文化センターホール天井改修工事のため、7月以降の
ホール事業は他館で開催しました。
　◆…クレオ大阪中央 ◆…クレオ大阪東 ◆…クレオ大阪南
　（マークのないものはこども文化センターで開催）

ホール天井改修工事が始まる
までの４～７月はこども文化
センターのホールで開催予定
だったこども劇場。緊急事態宣言が4月に発出された影響で
残念ながら中止となりました。工事期間中は、センターとし
ても史上初の出張公演！10月はクレオ大阪中央、11月～3月
はクレオ大阪東で開催しました。マリンバ×和太鼓、台所楽
器、ピアノとサクソフォンによる音楽と防災のお話などバラ
エティ豊かなコンサートのほか、民族芸能の公演を開催。客
席は定員を減らし、できるだけお客様に安心して楽しんでい
ただけるよう、念入りにコロナ対策をとって実施しました。
短い時間ではありますが、子連れで楽しめた、こういう場所
があって嬉しい、というお声もたくさんいただきました。

長年活躍中のメンバーたちがアルバイトスタッフと協力して
運営をサポート！毎公演心を込めてお客様をお迎えしました。

8月より再開。固定席はないた
め、これまで全面マット敷き
だった設えを、家族ごとの「島」にして、無理なくディ
スタンスを確保できるように変更。マスク着用など
出演側にもさまざまな制約がある中のイベントとな
りましたが、こんな時期だから子ども達に楽しんで
ほしい、という出演者の気持ちがいっぱい詰まった
公演となりました。

・適時、会場の消毒や換気を行う
・舞台までの距離を保つため、最前列席を使
わない、または距離を開ける

・受付はアクリル板の仕切りを使用し、
スタッフはマスク・フェイスシールド・
手袋を着用する

・すべてのスタッフに安全管理の事前ミー
ティングを行う

・来場者には検温を実施し、マスクの着用
をお願いする

上演の日に向けて切磋琢磨しておきたい！
と、人形劇グループなどが、プロの指導の
もと、スキルアップに励みました。

定員数が限られ例年よりも少
人数でのミュージカルとなり
ましたが、学校や家とは違う
場所でのびのびと楽しむ子ど
も達の姿にこちらもパワーを
もらいました。夏の教室から
有志を募り、11月から2月までは長いセリフがたくさんある台
本にも挑戦。例年ホールで実施している発表会は、今年は練習
しているお部屋での実施となりましたが、無事、最後に保護者

の皆様に観覧いた
だくことができま
した。

7月より再開。
例年、毎回50名超の人でに
ぎわう会ですが、今年は参
加人数を絞っての開催とな
りました。それでも、このよ
うな状況の中、数々のこど
も詩を皆で分かち合う時間
は、参加者にとって心温ま
る時間となりました。

もともとホール天井改修工事日程が定められていたため、予め不開催が決まっていた事業（こども
文化フェスティバル、ブラスバンド教室など）のほか、コロナ禍の影響で開催中止を決定した事業
（こども芸術劇場、春のこども文化まつり、こども演劇フェスティバルなど）があります。

様々な団体との協働事業についても、今年度は一部は中止、一部は他館
での開催となりました。子ども達の発表の場が途切れず設けられたこ
とへの喜びの声もいただきました。

開催を取りやめた事業について

スタッフの
標準装備です！ 発表会の

様子です！

★主にこんな対策をしていました★

今後もしばらくは、さまざまな制約を設けて
の開催となることが予想されますが、子ども
達が芸術文化に触れることが出来る「劇場」と
して、少しでも楽しいひととき
を過ごしてもらえるような場
所であり続けられるよう、引き
続き安全に留意しながらお待
ちしています！

こども劇場

スタッフボランティア

コロナ対策について こども広場

レベルアップ講習

ミュージカル教室 こども詩の会

協働事業

昭和30年11月 児童文化会館 開館（北区）
☆市民からの寄付で設立。小さいながらも、図書館やホールを備えていました。

昭和53年10月 こども文化センター設立準備のため、児童文化会館閉館
昭和54年11月 こども文化センター 開館（西区）

☆こけらおとし公演では文楽「三番叟」が上演されました。
第一回こども劇場 開催

8月 第１回こどもフェスティバル（現・大阪市こども文化フェスティバル）開催
11月 第１回こども演劇フェスティバル 開催

昭和55年14月 ブラスバンドクラブ 発足
昭和56年14月 大阪市こども文化協会 発足
昭和59年11月 開館5周年記念誌「未来に翔ける」発行
平成元年13月 開館10周年記念誌「創る」発行
平成15年14月 土曜こども広場（現・こども広場）開始

☆学校週5日制実施にともない始められました。
10月 開館15周年記念誌「遊」発行

平成16年18月 戦後50周年記念事業「プレイング・ピース・フェスティバル（平和を願うこどものまつり）」開催
平成10年18月 開館20周年記念誌「心輝く」発行
平成16年11月 開館25周年記念事業

☆劇作家・平田オリザさんと人形劇団クラルテ・松本則子さんの講演会を開催しました。
平成21年14月 指定管理者制度に移行（第1期）

（指定管理者：財団法人大阪市教育振興公社・ＳＰＳ［サントリーパブリシティサービス（株）］共同事業体）

＊各社の名称は当時

ジャンル タイトル（出演者） 会場 開催日 参加者数
 映画 リトル・アインシュタイン＜日本語吹替版＞ 4/9（木）※ ─
 映画 塔の上のラプンツェル＜日本語吹替版＞ 4/19（日）※ ─
 映画 千と千尋の神隠し 5/6（水・祝）※ ─
 人形劇 とどろヶ淵のメッケ（人形劇団京芸） 6/14（日）※

※

─

─ 音楽 夏休みファミリーコンサート（オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ） 7/19（日）

 音楽 ◆ 10/18（日） 69名

 伝統芸能 伝統芸能「おまつり彩祭 ～民族芸能アンサンブル若駒」（民族芸能アンサンブル若駒） ◆ 11/22（日） 29名

 音楽 クリスマスコンサート（ハイノーブルカルテット、大槻温子） ◆ 12/13（日） 157名

 音楽 アンサンブル・レネットの音楽会♪（アンサンブル・レネット） ◆ 1/11（月・祝） 150名

 音楽 ラララ♪きらきらコンサート  ～震災を忘れない～（Ｌｉｅｎ） ◆ 3/13（土） 117名
5公演のべ 522名

リアン

対象 ジャンル 演目（出演者） 会場 開催日 参加者数
小学校 人形劇 とどろヶ淵のメッケ（人形劇団京芸） 6/11（木）、12（金）※ ─

幼稚園・保育所/園 未定 未定 ◆ 10月※ ─

出演グループ ジャンル 開催日 参加者数
ぐるーぷ　ぬ！ 人形劇、腹話術 ほか 4/12（日）※ ─
さっちゃん 手遊び、エプロンシアター、人形劇　ほか 5/10（日）※ ─
人形劇グループ あんころもち 人形劇、音楽人形劇、ペープサート ほか 7/5（日）※ ─
グループ ケロちゃん 手遊び、エプロンシアター、人形劇　ほか 8/10（月・祝） 22名
さっちゃん 人形劇、エプロンシアター　ほか 9/12（土） 13名
人形劇とおはなしのふぅ～ 人形劇、手あそび、紙あそび ほか 10/4（日） 13名
人形劇グループ ポレポレマカロン 腹話術、パネルシアター、手あそび、手品、音楽劇　ほか 11/7（土） 10名
お話サークル くまの子 人形劇、ブラックライト人形劇、パネルシアター ほか 12/6（日） 17名
人形劇サークル ぽっぽ〈ゲスト〉さっちゃん 人形劇、ペーパーシアター ほか 1/16（土） 17名

さくらんぼ うた、ピアノデュオ、おはなし　ほか 3/6（土）
（2/7振替公演） 7名

ぐるーぷ　ぬ！ 人形劇、組木、パネルシアター　ほか 3/27（土）午前 発行時未定
みおつくし会 大型紙芝居、手品、手あそび　ほか 3/27（土）午後 発行時未定

3/6までののべ 99名

こども教室やってみる

人材養成・交流・協働事業やってみる

事業名 講師 開催日 参加者数

スタッフボランティア ― 10月～3月
※4～7月は中止

のべ12名
（登録17名）

レベルアップ講習 上田ぼんた、
神門康子 ほか 6月～3月 7グループ20名

協働事業そのほか

事業名 会場 開催日
大阪市中学校総合体育大会ダンスの部（春） 6/7（日）※
大阪市中学校総合体育大会ダンスの部（秋） ◆ 9/27（日）

高校生のための照明技術講習会 ◆ 12/25（金）、
1/16（土）

出張!!サバイバル☆キッズプチin西九条 1/24（日）

第40回大阪市立高等学校芸術祭　演劇の部 ◆ 1/30（土）、
1/31（日）

第14回フレンドシップコンサート ◆ 3/27（土）

教室名 講師 開催日 受講者数
週末チャレンジ！
こどもミュージカル プチ 羽根博司 5月※ ─

ミュージカル教室 羽根博司、
糸永真衣香 8月 11名

ミュージカル教室2 羽根博司 10月～2月 上記のうち7名

こども詩の会 橋本正勝、
乾公人、今井美之

7月～3月
※4～6月は中止

のべ244名
（おとな170名・こども74名）

平成22年13月 事業案内冊子「るるるるガイド」発刊
☆平成21年度以降、毎年発行しています。

平成24年13月 こども劇場　演劇「ワラシ－秘密基地に棲む妖怪－」を上演
（共催：全国児童・青少年演劇協議会 関西ブロック）

平成25年14月 指定管理第2期 開始※指定管理者は第1期に同じ

平成27年14月 指定管理第3期 開始 ※指定管理者は第1期に同じ
平成28年13月 移転記念イベント「こぶんサンクスカーニバル ～３７年間ありがとう～」 開催

☆西区の施設閉館を前に、集大成となるイベントを開催しました。
3月末日 こども文化センター（西区）閉館

4月 クレオ大阪西（大阪市立男女共同参画センター西部館）へ移転
クレオ大阪西・こども文化センター（此花区）営業開始
☆複合化施設として新たに生まれ変わりました。
指定管理第四期 開始
指定管理者：クレオ大阪西・こども文化センター共同事業体
（構成企業：一般財団法人 大阪市男女共同参画のまち創生協会・一般財団法人 大阪教育
文化振興財団・サントリーパブリシティサービス株式会社・グローブシップ株式会社）

5月 クレオ大阪西・こども文化センター「開館おひろめイベント」開催

平成30年11月 開館40周年を迎える

11月 開館40周年記念公演「スーパーキッズ・オーケストラ」開催

令和2年14月 指定管理第5期 開始 ※指定管理者は第4期に同じ


	P13-P14

